
　三岳地域は、木曽町の南西に位置し、南に上松町、南西に王滝村、西に御嶽
山を挟んで岐阜県に接する県境の地域です。

　御嶽山の東麓に位置し、御嶽山を頂点として、鹿ノ瀬川・西野川・白川・本
洞川・王滝川・入川の流域に発達し、手を広げたような地形を形成しています。

　明治７年９月に、当時黒沢村と三尾村が合併し、三岳村となりました。「木曽

御嶽山」「駒ヶ岳」「乗鞍岳」の三山が一望できるため、この名がついたとも言

われています。
　御嶽山に登拝する信者や登山者の増加とともに発展してきた当地域は、それ

ゆえに独特な文化・産業も育んできました。霊神碑と石産業であり、山小屋を

含めた観光産業もこれにあたります。

　農業では稲作づくりの外に畜産業も盛んであり、「木曽和牛」は特産品として、
毎年焼き肉祭りも行われます。

　当地域の面積の９割近くを占める森林は、「木曽ひのき」を中心とした針葉樹

と秋に人の目を楽しませる紅葉などの広葉樹が混在しており、水源涵養・環境

保全などの重要性から整備も進められています。
　また、御嶽山を中心に、油木美林・こもれびの滝・猿橋渓谷などの自然景勝

地も広く散在しています。
地 域 の 概 要








